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(６) 建物構造 

区内の建物構造は、防火造が最も多く、

69,640 棟で 48.7％を占めています。 

 

●耐火造、準耐火造は増加傾向、防火造、

木造は減少傾向 

耐火造、準耐火造の割合は、平成 13 年

では約 30％でしたが、令和 3 年では約

47％と 17％上昇しています。 

準耐火造は、平成 13 年から令和 3 年

の 20 年間で約 23,600 棟増加し、平成 13

年の 2 倍以上の棟数となっています。 

一方で、防火造、木造の割合は、平成

13 年では約 70％でしたが、令和 3 年で

は約 53％と 17％下降しています。 

平成 13 年から令和 3 年までの 20 年間

で、防火造は約 15,300 棟、木造は約

12,200 棟減少しています。 
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■ 建物構造棟数の推移 

西新井栄町一丁目周辺 

※冊子に掲載しているグラフは小数点以下などの端数処理の都合上、表中の内訳の合計と総計が一致しない場

合や、百分率の合計においても 100.0％にならない場合があります。 
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建物構造別現況図 

(６) 建物構造 
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・綾瀬二丁目、梅島一･三丁目、新田三丁目、関原三丁目、

千住旭町、千住河原町、竹の塚一丁目では、耐火造が多

くみられます。 

・興野一･二丁目、関原二･三丁目、梅田四丁目・大谷田一

丁目・千住大川町などでは、木造が多くみられます。 

・木造棟数の多い町丁目では、火災時の延焼拡大の危険性

が高くなるため、建物の不燃化の促進や、避難のための

道路、公園等オープンスペースの十分な確保が重要な課

題となります。 

－ 49 － 

木造

防火造

準耐火造

耐火造

凡　　例
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(７) 防災 

① 不燃化率 

区内の不燃化率（耐火造及び準耐火造

の建築面積／全建築面積）は 66.2％です。 

 

●不燃化率 40％未満の町丁目は年々減

少 

不燃化率が 40％未満の町丁目は、年々

減ってきており、平成 28 年の 13 町丁目

から西伊興二丁目、六木四丁目、本木東

町の 3 町丁目に減っています。 

不燃化率は、市街地の燃えにくさを示

すものであり、これらの町丁目では火災

が発生すると、比較的燃えやすい状況に

あるといえます。 
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環状七号線の外側にみられる不燃化率

40％未満の町丁目は、土地区画整理事業

が行われていないところであり、また、

土地区画整理事業を施行すべき地域とし

て位置付けられています。 

一方で、環状七号線の内側にみられる

不燃化率 40％未満の町丁目は、基本的な

都市施設の整備がされないまま、早くか

ら市街化が進んできた地区になります。 

また、不燃化率が 80％以上の町丁目は

49 町丁目あり、これらの町丁目は比較的

燃えにくい状況にあるといえます。 
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１.千住地域

※不燃化率とは、耐火造と準耐火造の建築面積が全建築面積に占めるの割合のことです。不燃化率が高い

ほど市街地が燃え広がりにくいことになります。 

町丁目別不燃化率 

不燃化建物なし

80％以上

60％以上　80％未満

40％以上　60％未満

20％以上　40％未満

凡　　例
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下図は不燃化率について、町丁目をさ

らに細かくみたものです。 

不燃化率が 40％未満の町丁目につい

て細かくみてみると、西伊興二丁目にお

いては、不燃化率 20％未満の地区が多く

みられます。 

環状七号線の外側では、不燃化率 20％

未満の地区が比較的多く点在している状

況です。この要因としては、土地区画整

理事業を施行すべき地域内であることか

ら、都市計画法第 53 条の建築物の制限に

より、木造が多いことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、環状七号線の内側では、不燃化

率 20％未満の地区が点在している状況

ですが、40％未満の地区は、荒川沿いに

広範囲にみられます。この地区は、早く

から市街化が進んできた地区であり、基

本的な都市施設の整備が十分ではありま

せん。 

不燃化率が特に低い地区は、建物棟数

密度や建蔽率が比較的高いことから、他

の地区に比べ、火災が発生すると非常に

燃えやすい状況にあります。 

そのため、環状七号線の外側では、都

市基盤の早期整備や防災の十分な対策を

進めていく必要があり、環状七号線の内

側では、地区の特性にあった対策が必要

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見沼代
親水公園

西新井

堀切

足立小台

京成関屋
千住大橋

牛田

小菅

綾瀬

亀有

北綾瀬

青井

六町

扇大橋

高野

五反野

江北
梅島

大師前

西新井大師西

谷在家

舎人

舎人公園

竹ノ塚

北千住

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

尾久橋通り

東武大師線

４

東京メトロ
千代田線

京成本線

ＪＲ常磐線

つくばエクスプレス

環
状

七
号

線

東武伊勢崎線

国
道　

号

20％以上　40％未満

不燃化建物なし

80％以上

60％以上　80％未満

40％以上　60％未満

20％未満

凡　　例

不燃化率 

（100m×100m メッシュ） 
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② 木造棟数密度 

区内の木造棟数密度（木造及び防火造

の棟数／宅地面積）は 25.7 棟/ha です。 

 

●荒川沿いの町丁目で木造棟数密度が

50 棟/ha 以上 

木造棟数密度が50棟/ha以上の町丁目

は 15 町丁目あり、荒川沿いの町丁目など

に多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本木、千住地域は、基本的な都市施設

の整備がなされないまま、早くから市街

化が進んできた地区であり、不燃化率や

道路率も低い状況であることから、建替

え更新と合わせ、地区の特性にあった防

災まちづくりの対策が課題と考えられま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町丁目別木造棟数密度 

※木造棟数密度とは、町丁目内の木造と防火造の棟数が町丁目内の宅地面積に占めるの割合のことです。

木造棟数密度が高いほど市街地が燃えやすいことになります。 

50棟/ha以上

20棟/ha未満

40棟/ha以上　50棟/ha未満
30棟/ha以上　40棟/ha未満

20棟/ha以上　30棟/ha未満

木造建物なし

凡　　例
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下図は木造棟数密度について、町丁目

をさらに細かくみたものです。 

木造棟数密度が50棟/ha以上の町丁目

について細かくみると、舎人三丁目、西

伊興二丁目、西新井本町三丁目、興野一

丁目、本木東町、関原二丁目、千住元町、

千住大川町、千住龍田町、千住柳町、千

住寿町、千住四丁目、柳原一･二丁目、六

木四丁目においては、木造棟数密度が 50

棟/ha の地区が町丁目内のほとんどを占

めていることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの地区のうち、建蔽率が高い地

区では、不燃化率が低いことから、他の

地区に比べ、火災が発生すると非常に燃

えやすい状況にあることがうかがえます。 

環状七号線の外側では、木造棟数密度

が高い地区は土地区画整理事業を施行す

べき地域内であることから、都市基盤の

早期整備が望まれます。また、環状七号

線の内側では、都市施設の整備がなされ

ないまま、市街化が進んできた地区であ

ることから、地区の特性にあった都市基

盤の整備や防災の十分な対策を進めてい

く必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見沼代
親水公園

西新井

堀切

足立小台

京成関屋
千住大橋

牛田

小菅

綾瀬

亀有

北綾瀬

青井

六町

扇大橋

高野

五反野

江北
梅島

大師前

西新井大師西

谷在家

舎人

舎人公園

竹ノ塚

北千住

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

尾久橋通り

東武大師線

４

東京メトロ
千代田線

京成本線

ＪＲ常磐線

つくばエクスプレス

環
状

七
号

線

東武伊勢崎線

国
道　

号

20棟/ha未満

50棟/ha以上

木造建物なし

20棟/ha以上　30棟/ha未満

30棟/ha以上　40棟/ha未満

40棟/ha以上　50棟/ha未満

凡　　例

木造棟数密度 

（100m×100m メッシュ） 




